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(57)【要約】
【課題】薄型化を図りつつ、コントラストの向上を図る
ことできる表示装置および電子機器を提供する。
【解決手段】観察側から順に配置された、第１の基板、
第２の基板および第３の基板と、前記第１の基板と前記
第２の基板との間に配置された第１の液晶層と、前記第
２の基板と前記第３の基板との間に配置された第２の液
晶層と、前記第１の基板に対して観察側に配置され、第
１の偏光軸を有する第１の偏光板と、前記第１の液晶層
と前記第２の基板との間に配置され、第２の偏光軸を有
する第２の偏光板と、前記第３の基板に対して観察側と
は反対側に配置され、第３の偏光軸を有する第３の偏光
板とを備える。前記第１の偏光軸と前記第２の偏光軸と
を互いに平行とし、前記第３の偏光軸を前記第１の偏光
軸および前記第２の偏光軸に対して直交させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察側から順に配置された、第１の基板、第２の基板および第３の基板と、
　前記第１の基板と前記第２の基板との間に配置された第１の液晶層と、
　前記第２の基板と前記第３の基板との間に配置された第２の液晶層と、
　前記第１の基板に対して観察側に配置され、第１の偏光軸を有する第１の偏光板と、
　前記第１の液晶層と前記第２の基板との間に配置され、第２の偏光軸を有する第２の偏
光板と、
　前記第３の基板に対して観察側とは反対側に配置され、第３の偏光軸を有する第３の偏
光板と
　を備え、
　前記第１の偏光軸と前記第２の偏光軸とが互いに平行であり、前記第３の偏光軸が前記
第１の偏光軸および前記第２の偏光軸に対して直交している
　表示装置。
【請求項２】
　前記第２の基板と前記第３の基板との間に、複数の視点画像を表示する表示部が形成さ
れ、
　前記第１の基板と前記第２の基板との間に、前記表示部に表示された前記複数の視点画
像を異なる方向に分離するパララックス部が形成されている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第２の基板と前記第３の基板との間に、２次元表示用の画像と３次元表示用の複数
の視点画像とを切り替え表示する表示部が形成され、
　前記第１の基板と前記第２の基板との間に、前記２次元表示用の画像を透過すると共に
、前記複数の視点画像を異なる方向に分離するパララックス部が形成されている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記パララックス部は、前記表示部に前記２次元表示用の画像が表示された場合には、
前記第１の液晶層の全体に電界を印加し、
　前記表示部に前記３次元表示用の画像が表示された場合には、部分的に前記第１の液晶
層に電界を印加し、光を透過する開口部が部分的に形成されるようにする
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第２の偏光板の偏光度は９７％以上である
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第２の偏光板は、塗布型偏光板である
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１の液晶層と前記第１の基板との間に配置された第１の電極層と、
　前記第１の液晶層と前記第２の基板との間に配置された第２の電極層とをさらに備えた
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項８】
　表示装置を含み、
　前記表示装置は、
　観察側から順に配置された、第１の基板、第２の基板および第３の基板と、
　前記第１の基板と前記第２の基板との間に配置された第１の液晶層と、
　前記第２の基板と前記第３の基板との間に配置された第２の液晶層と、
　前記第１の基板に対して観察側に配置され、第１の偏光軸を有する第１の偏光板と、
　前記第１の液晶層と前記第２の基板との間に配置され、第２の偏光軸を有する第２の偏
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光板と、
　前記第３の基板に対して観察側とは反対側に配置され、第３の偏光軸を有する第３の偏
光板と
　を備え、
　前記第１の偏光軸と前記第２の偏光軸とが互いに平行であり、前記第３の偏光軸が前記
第１の偏光軸および前記第２の偏光軸に対して直交している
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、パララックス素子を用いて裸眼方式による立体表示を行う表示装置、および
そのような表示装置を備えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　立体表示を行う手法としては、立体視用の眼鏡を用いる眼鏡方式と、立体視用の特殊な
眼鏡を用いることなく裸眼での立体視を可能にした裸眼方式とがある。裸眼方式の代表的
なものとしては、パララックスバリア方式とレンチキュラレンズ方式とがある。パララッ
クスバリア方式やレンチキュラ方式の場合、２次元表示パネルに立体視用の複数の視点画
像（２視点の場合には右眼用視点画像と左眼用視点画像）を空間分割して表示し、その視
点画像をパララックス素子によって水平方向に分離することで立体視が行われる。パララ
ックスバリア方式の場合、パララックス素子としてスリット状の開口部が設けられたパラ
ラックスバリアを用いる。レンチキュラ方式の場合、パララックス素子として、シリンド
リカル状の分割レンズを複数並列配置したレンチキュラレンズが用いられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平３－１１９８８９号公報（第９図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には、液晶表示素子を用いることによってパララックス素子の状態を可変制
御するようにした表示装置の構成例が開示されている。特許文献１の第９図には、表示部
とパララックス素子との双方を透過型の液晶表示素子を用いて構成した例が開示されてい
る。表示部は、上側基板と下側基板との間に液晶層を挟み、さらに上側基板の上側と下側
基板の下側とに偏光板を配置した構成とされている。パララックス素子も同様の構成とさ
れている。従って、表示部とパララックス素子とを組み合わせた全体としては、４つの基
板と４つの偏光板とを備えている。このため、全体としての厚みが大きくなる。
【０００５】
　本開示の目的は、薄型化を図りつつ、コントラストの向上を図ることできる表示装置お
よび電子機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示による表示装置は、観察側から順に配置された、第１の基板、第２の基板および
第３の基板と、第１の基板と第２の基板との間に配置された第１の液晶層と、第２の基板
と第３の基板との間に配置された第２の液晶層と、第１の基板に対して観察側に配置され
、第１の偏光軸を有する第１の偏光板と、第１の液晶層と第２の基板との間に配置され、
第２の偏光軸を有する第２の偏光板と、第３の基板に対して観察側とは反対側に配置され
、第３の偏光軸を有する第３の偏光板とを備える。第１の偏光軸と第２の偏光軸とが互い
に平行であり、第３の偏光軸が第１の偏光軸および第２の偏光軸に対して直交している。
【０００７】
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　本開示による電子機器は、上記本開示による表示装置を備えたものである。
【０００８】
　本開示による表示装置または電子機器では、第１の液晶層を第１の基板と第２の基板と
の間に配置すると共に、第２の液晶層を第２の基板と第３の基板との間に配置したことで
、薄型化が図られる。第１の偏光板、第２の偏光板、および第３の偏光板の配置位置およ
び各偏光板の偏光軸の方向が最適化され、コントラストが向上する。
【発明の効果】
【０００９】
　本開示の表示装置または電子機器によれば、第１の液晶層を第１の基板と第２の基板と
の間に配置すると共に、第２の液晶層を第２の基板と第３の基板との間に配置するように
したので、薄型化を図ることができる。また、第１の偏光板、第２の偏光板、および第３
の偏光板の配置位置および各偏光板の偏光軸の方向を最適化するようにしたので、コント
ラストの向上を図ることできる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本開示の一実施の形態に係る表示装置の一構成例を示す断面図である。
【図２】パララックスバリア方式による立体表示の原理を示す説明図である。
【図３】第１の液晶層および第２の液晶層の具体的な第１の構成例を示す断面図である。
【図４】図３に示した第１の構成例における偏光軸および第１の液晶層の第１の配向状態
を示す説明図である。
【図５】図３に示した第１の構成例における偏光軸および第１の液晶層の第２の配向状態
を示す説明図である。
【図６】第１の液晶層および第２の液晶層の具体的な第２の構成例を示す断面図である。
【図７】図６に示した第２の構成例における偏光軸および第１の液晶層の第１の配向状態
を示す説明図である。
【図８】図６に示した第２の構成例における偏光軸および第１の液晶層の第２の配向状態
を示す説明図である。
【図９】クロストーク量についての説明図である。
【図１０】電子機器の一例を示す外観図である。
【図１１】比較例に係る表示装置の一構成例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本開示の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以下
の順序で行う。
　１．表示装置の基本構成
　２．第１の液晶層および第２の液晶層の具体的な第１の構成例
　３．第１の液晶層および第２の液晶層の具体的な第２の構成例
　４．偏光度の具体例
　５．効果
　６．比較例
　７．変形例
【００１２】
［１．表示装置の基本構成］
　図１は、本開示の一実施の形態に係る表示装置の一構成例を示している。この表示装置
は、観察側から順に配置された、上側透明基板（第１の基板）３１と、中間透明基板（第
２の基板）３２と、下側透明基板（第３の基板）３３と、バックライト８０とを備えてい
る。
【００１３】
　この表示装置はまた、上側透明基板３１に対して観察側に配置され、後述の第１の偏光
軸６１（図４等参照）を有する第１の偏光板５１を備えている。この表示装置はまた、上
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側透明基板３１と中間透明基板３２との間に配置された、上側透明電極層（第１の電極層
）４１と、第１の液晶層１０と、下側透明電極層（第２の電極層）４２と、第２の偏光板
５２とを備えている。第２の偏光板５２は、後述の第２の偏光軸６２（図４等参照）を有
している。上側透明電極層４１は、第１の液晶層１０と上側透明電極層４１との間に配置
されている。下側透明電極層４２は、第１の液晶層１０と中間透明基板３２との間で、第
２の偏光板５２の下側に配置されている。
【００１４】
　この表示装置はまた、中間透明基板３２と下側透明基板３３との間に配置された、上側
透明電極層４３と、第２の液晶層２０と、下側透明電極層４４とを備えている。この表示
装置はまた、下側透明基板３３に対して観察側とは反対側（下側透明基板３３とバックラ
イト８０との間）に配置され、後述の第３の偏光軸６３（図４等参照）を有する第３の偏
光板５３を備えている。
【００１５】
　第１の偏光板５１および第３の偏光板５３は、例えば貼り付け型の偏光板で構成するこ
とが好ましい。第２の偏光板５２は、例えば塗布型偏光板であっても良い。塗布型偏光板
は、例えば２色性色素を含有した液晶高分子を基板面に一定の方向性を持たせて塗布し乾
燥させることにより、その塗布方向で規定される方向に偏向作用を発揮するものである。
【００１６】
　この表示装置では、中間透明基板３２と下側透明基板３３との間にバックライト方式の
表示部１が形成されている。表示部１には、複数の画素１１が２次元的に配列されている
。また、上側透明基板３１と中間透明基板３２との間にパララックス部２が形成されてい
る。パララックス部２は、パララックスバリア方式による裸眼立体視を可能にするための
ものである。パララックス部２は、液晶素子を用いた透過型の可変式のパララックスバリ
ア素子を構成しており、開口部２１および遮蔽部２２を任意の位置に形成可能となってい
る。開口部２１は入射した光を透過する部分であり、遮蔽部２２は入射した光を遮蔽する
部分である。
【００１７】
　この表示装置は、全画面での２次元（２Ｄ）表示モードと、全画面での３次元（３Ｄ）
表示モードとを任意に選択的に切り替えることが可能となっている。２次元表示モードと
３次元表示モードとの切り替えは、表示部１に表示する画像データの切り替え制御と、パ
ララックス部２による開口部２１および遮蔽部２２の形成制御とを行うことで可能となる
。表示部１は、表示モードに応じて、３次元画像データに基づく３次元表示用の複数の視
点画像と２次元画像データに基づく２次元表示用の画像とを切り替えて表示する。
【００１８】
　図２は、パララックスバリア方式による立体表示の原理を示している。３次元表示モー
ドでは、表示部１は、複数の視点画像が１画面内に合成された視差合成画像を表示する。
すなわち、複数の視点画像を空間分割して表示する。図２では、複数の視点画像として左
眼用視点画像Ｌと右眼用視点画像Ｒとを表示部１の複数の画素１１に交互に表示した例を
示している。パララックス部２は、開口部２１および遮蔽部２２を形成することで、表示
部１に表示された複数の視点画像を空間的に分離して観察者側に出射するようになってい
る。これにより、表示部１に表示された複数の視点画像がそれぞれ異なる方向に分離され
、観察者の左眼１０Ｌと右眼１０Ｒとにそれぞれ異なる視点画像が到達することで立体視
が可能となる。
【００１９】
　２次元表示モードでは、表示部１は２次元表示用の画像を表示する。パララックス部２
は、表示部１に２次元表示用の画像が表示された場合には、全体を透過状態とし、２次元
表示用の画像をそのまま透過するようになっている。
【００２０】
［２．第１の液晶層および第２の液晶層の具体的な第１の構成例］
　図３は、第１の液晶層１０および第２の液晶層２０の具体的な第１の構成例を示してい
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る。図４は、この第１の構成例における第１の液晶層１０の第１の配向状態、図５は第１
の液晶層１０の第２の配向状態を示している。
【００２１】
　この第１の構成例では、第１の液晶層１０がＴＮ（Twisted Nematic）配向液晶１２で
構成されている。第２の液晶層２０は、ＶＡ（Vertical Alignmentc）配向液晶１３で構
成されている。図４および図５に示したように、第１の偏光板５１の第１の偏光軸６１と
第２の偏光板５２の第２の偏光軸６２は互いに平行となっている。第３の偏光板５３の第
３の偏光軸６３は、第１の偏光軸６１および第２の偏光軸６２に対して直交している。第
１の液晶層１０の上側の第１の配向軸７１は第１の偏光軸６１に対して直交している。第
１の液晶層１０の下側の第２の配向軸７２は第２の偏光軸６２に対して平行となっている
。
【００２２】
　この第１の構成例では、第１の液晶層１０に電界を印加しない状態（ｏｆｆ状態）では
、図４に示したように、第１の液晶層１０における液晶分子は上側と下側とで９０°ツイ
ストした状態となり、下側からの入射光は９０°回転した偏光状態となって上側の第１の
偏光板５１に到達する。この状態では入射光は第１の偏光板５１を透過しないため、パラ
ラックス部２は黒表示となる。第１の液晶層１０に電界を印加した状態（ｏｎ状態）では
、図５に示したように、第１の液晶層１０における液晶分子は垂直に配向した状態となり
、下側からの入射光は入射時の偏光状態のまま上側の第１の偏光板５１に到達する。この
状態では入射光は第１の偏光板５１をそのまま透過するため、パララックス部２は白表示
となる。
【００２３】
　従って、この第１の構成例では、次のような制御で２次元表示モードと３次元表示モー
ドとを切り替えることが可能となる。２次元表示モードでは、表示部１に２次元表示用の
画像を表示する。かつ、第１の液晶層１０の全体を、図５に示したように電界を印加した
状態（ｏｎ状態）とする。これにより、表示部１からの画像光はそのまま透過する。
【００２４】
　３次元表示モードでは、表示部１に３次元表示用の視点画像を表示する。かつ、部分的
に第１の液晶層１０に電界を印加した状態（ｏｎ状態）とすることで部分的に開口部２１
を形成する。開口部２１以外の部分では、図４に示したように第１の液晶層１０に電界を
印加しない状態（ｏｆｆ状態）とすることで遮蔽部２２を形成する。これにより、図２に
示したような原理で、表示部１に表示された複数の視点画像がそれぞれ異なる方向に分離
され、観察者の左眼１０Ｌと右眼１０Ｒとにそれぞれ異なる視点画像が到達することで立
体視が可能となる。
【００２５】
［３．第１の液晶層および第２の液晶層の具体的な第２の構成例］
　図６は、第１の液晶層１０および第２の液晶層２０の具体的な第２の構成例を示してい
る。図７は、この第２の構成例における第１の液晶層１０の第１の配向状態、図８は第１
の液晶層１０の第２の配向状態を示している。
【００２６】
　この第２の構成例では、第１の液晶層１０がＥＣＢ（Electrically Controlled Birefr
ingene）配向液晶１４で構成されている。第２の液晶層２０は、ＶＡ配向液晶１３で構成
されている。図７および図８に示したように、第１の偏光板５１の第１の偏光軸６１と第
２の偏光板５２の第２の偏光軸６２は互いに平行となっている。第３の偏光板５３の第３
の偏光軸６３は、第１の偏光軸６１および第２の偏光軸６２に対して直交している。第１
の液晶層１０の上側の第１の配向軸７１は第１の偏光軸６１に対して４５°の方向となっ
ている。第１の液晶層１０の下側の第２の配向軸７２は第２の偏光軸６２に対して４５°
の方向となっている。
【００２７】
　この第２の構成例では、図７に示したように第１の液晶層１０に電界を印加しない状態
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（ｏｆｆ状態）では、第１の液晶層１０の位相をπ／２に設定することにより、下側から
の入射光は９０°回転した偏光状態となって上側の第１の偏光板５１に到達する。この状
態では入射光は第１の偏光板５１を透過しないため、パララックス部２は黒表示となる。
第１の液晶層１０に電界を印加した状態（ｏｎ状態）では、図８に示したように、第１の
液晶層１０における液晶分子は垂直に配向した状態となり、下側からの入射光は入射時の
偏光状態のまま上側の第１の偏光板５１に到達する。この状態では入射光は第１の偏光板
５１をそのまま透過するため、パララックス部２は白表示となる。
【００２８】
　従って、この第１の構成例では、次のような制御で２次元表示モードと３次元表示モー
ドとを切り替えることが可能となる。２次元表示モードでは、表示部１に２次元表示用の
画像を表示する。かつ、第１の液晶層１０の全体を、図８に示したように電界を印加した
状態（ｏｎ状態）とする。これにより、表示部１からの画像光はそのまま透過する。
【００２９】
　３次元表示モードでは、表示部１に３次元表示用の視点画像を表示する。かつ、部分的
に第１の液晶層１０に電界を印加した状態（ｏｎ状態）とすることで部分的に開口部２１
を形成する。開口部２１以外の部分では、図７に示したように第１の液晶層１０に電界を
印加しない状態（ｏｆｆ状態）とすることで遮蔽部２２を形成する。これにより、図２に
示したような原理で、表示部１に表示された複数の視点画像がそれぞれ異なる方向に分離
され、観察者の左眼１０Ｌと右眼１０Ｒとにそれぞれ異なる視点画像が到達することで立
体視が可能となる。
【００３０】
［４．偏光度の具体例］
　この表示装置では、表示部１の光出射側には、第１の偏光板５１と第２の偏光板５２と
が配置され、かつ、それらの第１の偏光軸６１および第２の偏光軸６２が、表示部１の下
側の第３の偏光板５３の第３の偏光軸６３と直交している。このため、表示部１の画像表
示の際に、中間の第２の偏光板５２において、第２の偏光軸６２に直交する方向に光漏れ
があったとしても、最上面の第１の偏光板５１によってその光漏れが吸収される。これに
より、例えば第１の偏光板５１および第３の偏光板５３を貼り付け型の偏光板、第２の偏
光板５２を塗布型偏光板で構成した場合のように、第２の偏光板５２の偏光度が第１の偏
光板５１および第３の偏光板５３に対して相対的に低い場合であっても、コントラストを
向上させることができる。
【００３１】
　例えば図２のような２眼式の立体表示を行う場合において、左眼用視点画像Ｌと右眼用
視点画像Ｒとが混ざって観察される状態をクロストークという。図９は、許容されるクロ
ストーク量を表している。図９の横軸は水平方向の位置、縦軸は各画素に表示された左眼
用視点画像Ｌと右眼用視点画像Ｒとの輝度分布を示している。
【００３２】
　開口部２１と遮蔽部２２の位置が適切に設定されている場合、開口部２１を透過する一
方の視点画像（例えば左眼用視点画像Ｌ）の透過率をＴ１、遮蔽部２２を透過する他方の
視点画像（例えば右眼用視点画像Ｒ）の透過率をＴ２とすると、クロストーク量は略以下
のように表される。
　クロストーク量＝Ｔ２／Ｔ１
【００３３】
　一般的に３次元表示のクロストーク量は３％以下なら主観的にほとんど問題がないとい
われているため、Ｔ２／Ｔ１は３％程度で十分、３次元表示の性能を確保することが可能
になる。液晶の配向が十分理想的な状態と仮定すれば、パララックス部２の光漏れは第２
の偏光板５２の偏光度Ｖだけで説明可能である。第２の偏光板５２の第２の偏光軸６２に
平行な方向の透過率をＴｐ、第２の偏光軸６２に直交する方向の透過率をＴｃとすると、
偏光度Ｖは以下のように表せる。なお、√は、（Ｔｐ－Ｔｃ）／（Ｔｐ＋Ｔｃ）の全体に
対する平方根を取ることを示す。
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　Ｖ＝√（Ｔｐ－Ｔｃ）／（Ｔｐ＋Ｔｃ）×１００（％）
【００３４】
　Ｔｃ／Ｔｐ＝３％、Ｖ＝９７％、つまり第２の偏光板５２を塗布型偏光板とする場合の
偏光度は９７％以上であれば、パララックス部２として十分な性能を達成可能である。
【００３５】
［５．効果］
　以上説明したように、本実施の形態に係る表示装置によれば、第１の液晶層１０を上側
透明基板（第１の基板）３１と中間透明基板（第２の基板）３２との間に配置すると共に
、第２の液晶層２０を中間透明基板３２と下側透明基板（第３の基板）３３との間に配置
するようにしたので、薄型化を図ることができる。また、第１の偏光板５１、第２の偏光
板５２、および第３の偏光板５３の配置位置および各偏光板の偏光軸の方向を最適化する
ようにしたので、コントラストの向上を図ることできる。
【００３６】
［６．比較例］
　図１１は、図１の構成に対する比較例を示している。この比較例に係る表示装置では、
図１の構成における中間透明基板３２に代えて、下側透明基板３２Ａと上側透明基板３２
Ｂとを備え、それらが接着層４０を介して接着されている。第２の偏光板５２は、上側透
明基板３２Ｂと接着層４０との間に配置されている。この表示装置では、上側透明基板３
２Ｂと下側透明基板３３との間にバックライト方式の表示部１００が形成されている。ま
た、上側透明基板３１と下側透明基板３２Ａとの間にパララックス部２００が形成されて
いる。
【００３７】
　このような構成の場合、図１の構成と比較して基板の数が多くなり、また、接着層４０
もあることで、全体の厚みが大きくなってしまう。図１の構成では、図１１の表示装置と
比較して、下側透明基板３２Ａおよび上側透明基板３２Ｂと接着層４０とを、中間透明基
板３２だけで構成することができるので薄型化が可能となる。
【００３８】
［７．変形例］
　本開示による技術は、上記実施の形態の説明に限定されず種々の変形実施が可能である
。
　例えば、上記実施の形態に係る表示装置はいずれも、表示機能を有する種々の電子機器
に適用可能である。図１０は、そのような電子機器の一例としてテレビジョン装置の外観
構成を表している。このテレビジョン装置は、フロントパネル２１０およびフィルターガ
ラス２２０を含む映像表示画面部２００を備えている。
【００３９】
　また例えば、本技術は以下のような構成を取ることができる。
（１）
　観察側から順に配置された、第１の基板、第２の基板および第３の基板と、
　前記第１の基板と前記第２の基板との間に配置された第１の液晶層と、
　前記第２の基板と前記第３の基板との間に配置された第２の液晶層と、
　前記第１の基板に対して観察側に配置され、第１の偏光軸を有する第１の偏光板と、
　前記第１の液晶層と前記第２の基板との間に配置され、第２の偏光軸を有する第２の偏
光板と、
　前記第３の基板に対して観察側とは反対側に配置され、第３の偏光軸を有する第３の偏
光板と
　を備え、
　前記第１の偏光軸と前記第２の偏光軸とが互いに平行であり、前記第３の偏光軸が前記
第１の偏光軸および前記第２の偏光軸に対して直交している
　表示装置。
（２）
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　前記第２の基板と前記第３の基板との間に、複数の視点画像を表示する表示部が形成さ
れ、
　前記第１の基板と前記第２の基板との間に、前記表示部に表示された前記複数の視点画
像を異なる方向に分離するパララックス部が形成されている
　上記（１）に記載の表示装置。
（３）
　前記第２の基板と前記第３の基板との間に、２次元表示用の画像と３次元表示用の複数
の視点画像とを切り替え表示する表示部が形成され、
　前記第１の基板と前記第２の基板との間に、前記２次元表示用の画像を透過すると共に
、前記複数の視点画像を異なる方向に分離するパララックス部が形成されている
　上記（１）に記載の表示装置。
（４）
　前記パララックス部は、前記表示部に前記２次元表示用の画像が表示された場合には、
前記第１の液晶層の全体に電界を印加し、
　前記表示部に前記３次元表示用の画像が表示された場合には、部分的に前記第１の液晶
層に電界を印加し、光を透過する開口部が部分的に形成されるようにする
　上記（３）に記載の表示装置。
（５）
　前記第２の偏光板の偏光度は９７％以上である
　上記（１）ないし（４）のいずれか１つに記載の表示装置。
（６）
　前記第２の偏光板は、塗布型偏光板である
　上記（１）ないし（５）のいずれか１つに記載の表示装置。
（７）
　前記第１の液晶層と前記第１の基板との間に配置された第１の電極層と、
　前記第１の液晶層と前記第２の基板との間に配置された第２の電極層とをさらに備えた
　上記（１）ないし（６）のいずれか１つに記載の表示装置。
（８）
　表示装置を含み、
　前記表示装置は、
　観察側から順に配置された、第１の基板、第２の基板および第３の基板と、
　前記第１の基板と前記第２の基板との間に配置された第１の液晶層と、
　前記第２の基板と前記第３の基板との間に配置された第２の液晶層と、
　前記第１の基板に対して観察側に配置され、第１の偏光軸を有する第１の偏光板と、
　前記第１の液晶層と前記第２の基板との間に配置され、第２の偏光軸を有する第２の偏
光板と、
　前記第３の基板に対して観察側とは反対側に配置され、第３の偏光軸を有する第３の偏
光板と
　を備え、
　前記第１の偏光軸と前記第２の偏光軸とが互いに平行であり、前記第３の偏光軸が前記
第１の偏光軸および前記第２の偏光軸に対して直交している
　電子機器。
【符号の説明】
【００４０】
　１…表示部、２…パララックス部、１０…第１の液晶層、１０Ｌ…左眼、１０Ｒ…右眼
、１１…画素、１２…ＴＮ配向液晶、１３…ＶＡ配向液晶、１４…ＥＣＢ配向液晶、２０
…第２の液晶層、２１…開口部、２２…遮蔽部、３１…上側透明基板（第１の基板）、３
２…中間透明基板（第２の基板）、３２Ａ…下側透明基板、３２Ｂ…上側透明基板、３３
…下側透明基板（第３の基板）、４０…接着層、４１…上側透明電極層（第１の電極層）
、４２…下側透明電極層（第２の電極層）、４３…上側透明電極層、４４…下側透明電極
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層、５１…第１の偏光板、５２…第２の偏光板、５３…第３の偏光板、６１…第１の偏光
軸、６２…第２の偏光軸、６３…第３の偏光軸、７１…第１の配向軸、７２…第２の配向
軸、８０…バックライト、２００…映像表示画面部、２１０…フロントパネル、２２０…
フィルターガラス。
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